2024.11.20出前トーク要旨
	1.テーマ
	直方市の歴史・文化について

	2.日時
	令和6年11月20日（水）18時00分～

	3.場所
	向野堅一記念館

	4.出席者
	（直方市）直方市長、総合政策部長、教育部長
事務局：秘書広報課長、秘書広報係長
（主催者側）ルナの会　ほか（男性4人、女性6人、計10人）

	5.内容
	テーマに基づきルナの会の皆様と直方市長が意見交換を行いました。意見交換の主な内容は以下のとおりです。

≪市長挨拶≫
直方市は遥か昔から遠賀川の恵みのもとに発展をしてきたが、市の歴史・文化を語るうえで、東蓮寺藩が開かれ、町が形成されたことが大きなきっかけであり、高取焼とそれに付随するお茶の文化というのがベースではないかと思っている。石炭産業の時代には筑豊地区の中心として栄えたが、石炭産業の衰退に伴い、交通の要衝でもあったこの地がそのポジションを維持できなかったのは残念である。その時代にうまく立ち回っていれば、現在の本市に国や県の施設等があってもおかしくはないが、そうはならなかった現実を踏まえ、これから市民が街に誇りを持って持続可能な形で発展させていこうとしたときに、これまでの歴史で得た学びや資源に光を当て、地域のポテンシャルを発揮していくことが重要だ。また、文化面で活躍している方がいらっしゃる方々がいて、地域の伝統文化を繋いでいくうえでも、そういう方が活動しやすいように支援をしていかなければならない。伝統というのは、これまでの流れを守りながらも、新しく作り出すことが本当の意味での伝統だと思っている。
ハード面では、文化財的に形あるものを保存し、それに学ぶ機会を作るという意味で資料館は必要だと感じており、どういうステップでどこに建設するかという方向性を早期に示さなければいけない。建物の改修や新設にかかる予算は非常に大きなものであるため、何をどの順番でという計画が必要。
ソフト面では、子どもたちが高取焼やお茶の文化に接し、そういった文化への素地を作り、文化振興・継承していく仕組みも検討していかなければならない。


≪意見交換≫
●歴史資料館建設を実現するための計画を示して欲しい。
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（市長）歴史資料館の建設市制100周年が一つの区切りと考えている。その前には市民の皆さんに一定の方針が示せるよう、体育施設の集約化と併せて、ロードマップの作成とそれをオーソライズするための委員会の立ち上げを教育委員会に指示している。また、それらの実現には大きな予算も必要となる。財源を確保するため、ふるさと納税の取り組みにより、財源も確保したい。

●歴史資料館を作るとして、国から補助金は降りてくるのか。

（市長）補助金があったとして、全体費用の３分の１程度であり、財政的には非常に厳しい。体育館の建て替えについても課題だが、財政的なことを考えると、近隣市町の首長間で合意形成して、広域で利用できるよう考える必要も出てくる。

●市内の文化財を保管しておくストックヤード的な場所も必要じゃないか。
●文化財の寄贈等の相談を受けてくれる窓口、情報共有ができる窓口が欲しい。

（市長）文化財の寄贈については、スペース的な問題もあるので、なんでも引き受けるというわけにはいかないが、そういったご相談については文化・スポーツ推進課を訪ねていただきたい。

●他の市町には大抵ある「観光案内板」をまちなかに作って欲しい。

（市長）普段、このように直接意見を聴く機会もなかなかないため、皆さんと意見交換できて大変有意義でした。本日いただいた意見も今後の参考にさせていただきたい。





